
※１ 市町村が災害の状況を確実に把握できるものではない等の理由から、警戒レベル５は必ず発令される情報ではありません。

※２ 避難指示は、これまでの避難勧告のタイミングで発令されることになります。

※３ 警戒レベル３は、高齢者以外の人も必要に応じ普段の行動を見合わせ始めたり、避難の準備をしたり、危険を感じたら

     自主的に避難するタイミングです。

令和３年５月 20 日から令和３年５月 20 日から

避
ひ な ん し じひ な ん し じ

難指示で必ず避難

避
ひ な ん か ん こ く

難勧告は廃止です

避避難指示難指示でで必ず避難必ず避難
ひ な ん か ん こ くひ な ん か ん こ く

避避難勧告難勧告はは廃止廃止ですです

警戒レベル警戒レベル
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当
日
は
、
今
回
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の
道
内
各

市
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村
農
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等
17
人
を
代
表
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て
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農
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が
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は
、
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和
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か

ら
婦
美
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で
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を
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ま
れ
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長
年
の
農
業
経
営
の
経
験
を
活

か
し
て
、
栽
培
技
術
や
新
規
就

労
者
へ
の
指
導
助
言
な
ど
に
活

躍
さ
れ
る
傍
ら
、
町
農
業
委
員

会
長
の
重
責
を
担
わ
れ
て
お
り

ま
す
。

髙
野
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治
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員
会
会
長
が

総務省消防庁総務省消防庁

受
賞
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　郷土の景観づくりを！
　  ボランティアによる「花まちづくり」

まちまち の 日記帳日記帳
　運動するための健康づくり！
　  いきいきクラブ

　快晴の青空の下、余別小学校児童９名がサクラマス

サンクチュアリーセンター脇の余別新川で、余別・海

H
は ぐ

UGくみたい(会長：澤　貴幸)主催によるサケ稚魚放

流体験学習を行いました。

　安宅保護水面監視員（農林水産課）から積丹町の豊か

な自然やサケの生態について説明を受けた後、透明な

プラスチックカップに入った体長５㎝のサケの稚魚が

配られると「かわいいー!」と感嘆の声をあげながら、

余別川支流のせせらぎにそっと稚魚を放流しました。

　みんなで大きな声で「大きくなって戻ってきて

ねー!」とこの川に回帰する稚魚にエールを送りまし

た。

 ４
　　23

大きくなって戻ってきてね！
　余別小児童のサケ稚魚放流体験

  ４
    30

　平成19年度から今年で15回目のこの活動は、ボラ
ンティア活動のアピールと町が明るくなりますよう
にという願いが込められています。
　当日の作業は８名のボランテイアが参加予定でし
たが、雨天により、町職員で「岬の湯」看板付近の
道路両脇に咲く水仙の手入れや除草を行いました。
　ボランティア活動は４月より順次開始しておりま
すので、活動へのご参加をお願いします。

　高齢者のための運動教室「いきいきクラブ」が総
合文化センター交流大ホールで行われ、ボランティ
アも含め、13 名が参加しました。
　高齢者の保健事業と介護予防の一体的事業として、
12 月まで様々なテーマで開催を予定しています。
　第 1 回目は、“運動するための健康づくり”をテー
マに、後藤保健師（住民福祉課）より、介護認定者に
多い心疾患について学び、高血圧を水圧に変えて体
験する実験なども交え、楽しい1時間を過ごしました。

 ４
　　20
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小樽海上保安部便り小樽海上保安部便り     Ｎ o.13Ｎ o.13 海の 「もしも」 は海の 「もしも」 は

１１８番１１８番

～ 操業中の海中転落に注意 ～ 操業中の海中転落に注意 ～～

【問合わせ先】余市警察署 TEL0135 － 22 － 0110

－余市警察署通信－－余市警察署通信－
◆夏山遭難の防止◆

■無理のない計画と登山計画書の提出

登山技術、体力等に応じた山を選び、無理のない計画を立て、登

山計画書を家族等に渡し、最寄りの警察署等にも提出しましょう。

■複数人による登山

事故の遭遇時に対応できるよう、経験豊富なリーダー等と一緒に登山しましょう。

～体力や　技術の過信　事故のもと～

■万全の装備と余裕ある食料等の準備

急激な天候の変化にも対応できるよう十分な装備と停滞時に備えた食料や燃料等を準備しましょう。

■通信機器の所持

万一の遭難に備え、携帯電話等を必ず持ちましょう。

■気象情報の確認

必ず天気予報を確認し、天候の悪化が予想される場合は、登山を中止、登山途中で天候が悪化した

場合は、すぐに引き返すなど安全な登山に努めましょう。

◇集団での操業◇集団での操業
　単独での操業を避け、２隻以上での集団操業を心

がけましょう

◇気象情報の入手◇気象情報の入手
　出港時はもちろんのこと、航行・操業時にあって

も、気象情報の変化に注意しましょう。荒天時は「出

港しない」または「早めの帰港」の判断が重要です。

◇連絡手段の確保◇連絡手段の確保
　無線や携帯電話により定時連絡を行いましょう。

携帯電話は防水パック等に入れ携行し、常に連絡手

段を確保しましょう。

◇海中転落への備え◇海中転落への備え
万一の海中転落に備え、救命胴衣を着用しましょ

う。また、船上に上がるためのハシゴやロープを設置

しましょう。

「海の安全情報」について
～最新の気象情報を入手するために～

　海上保安庁では、インターネットや電子メールで全国

各地の灯台などで観測した気象・海象の状況、気象庁が

発表する気象警報・注意報をはじめとした、海の安全に

関する情報を提供しています。

　令和３年４月に小樽海上保安部管内で一人乗り漁船から

の海中転落による死亡事故が発生しています。一人乗り漁

船での安全な運航のために、次のことに心がけて操業してください。

◇「海の安全情報」携帯電話用サイト

http://www6.kaiho.mlit.go.jp/m/index.html

◇「海の安全情報」スマートフォン用サイト

http://www6.kaiho.mlit.go.jp/sp/index.html

◇「海の安全情報」緊急情報配信サービス

http://www7.kaiho.mlit.go.jp/micsmail/reg/

touroku.html
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